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域の過度の集中を緩和し、国家の経済
資源を最大限に効率的に活用すること
が大切だとし、こうした目標を達成す
るために、政府は「新しい農村（land
settlement project）」を各地に設定し、地
方振興を計画した。教授はそのうちの
Jengkaの現地調査を行った。その結果
として、同プロジェクトがかなりの実
績を上げてきたこと、特に農村の生活
水準の向上に貢献した点を指摘した。
しかしながら、同プロジェクトは現在
成熟段階に入り、政治的な要因も含め
て、新しい開発戦略が模索されている
ことを強調した。

国際関係学科・教授　田中　高

大学教育研究センター・FD実施支援
対策部会（小野博宣部会長）では、第1
回FDフォーラム（3月21日開催）に引
き続き「私の授業作り」をテーマに第2
回FDフォーラムを5月30日（水）に開
催しました。今回は、水谷秀行先生（機
械工学科）、澁谷鎮明先生（国際文化学
科）、三浦真琴先生（大学教育研究セン
ター副センター長、人文・社会教室）の
3先生を発表者に迎え、また飯吉学長を
はじめ約90 人の先生方の参加を得て、
盛会のうちに終了できました。部会員
を代表して、この場を借りてお礼申し
上げます。

地区の私立大学では、最高速度である。これまでは、SINET
に直接接続するのではなく名古屋大学のキャンパスネット
ワーク（NICE）を経由し接続していた。今回はこれを経由
せず直接SINETに接続した。

以下の図は、1.5Mbps および 20Mbps 接続の中部大学側
ルータのWAN（ATM）回線使用状況（Weekly’Graph（30
Minute Average））である。薄いグレーの部分は、外部から
のデータ量を示し、濃いグレーの線は外部へのデータ量を
表す。
・2001.06.07（1.5Mbps）

・2001.06.18（20Mbps）

ジャーナリズム研究所長も務める。
ジャーナリストとしての経験も多彩で、
Asahi Evening News、English-Language
Dailyの他、20以上の新聞社と雑誌社で
執筆活動を行い、1970年代にはその功績
を認められ2団体から表彰されている。

本学との交流は長く、来学は今回で3
度目。以前、オハイオ大学からの客員教
授であった夫のチャールズ教授ととも
に本学で過ごしたことがあり、1992（平
成4年）には、フルブライト・プログラ
ムの研究員として本学に拠点を置きな
がら、10カ月間日本に滞在、日本のマ
スメディア関係の研究を行った。その
成果をまとめたMass Communication in
Japanは図書館3階のオハイオ大学コー
ナーに所蔵されている。

マレーシア科学大学のノリザン・
ノール（Norizan Md Nor）人文学部長が
客員教授として5月16日に来学し、6月
22日に帰国した。

到着した5月16日には早速、恵那オ
リエンテーションや、5月18・19日の
国際フェアに参加、滞在中には学生・教
員向け講演会を数回行った。

6月5日には国際関係学科3年生の演
習で「マレーシアにおける地方開発：30
年間にわたる新地域開発スキームの影

Ⅰ．情報化推進委員会の報告・検討事項等
〔第55回　平成13年 2月27日〕

・事務部門のEメールの活用（平成13年度4月より）
・el-Net Open College
　「笑顔の研究」、「腹芸の研究」：小中陽太郎教授

〔第56回　平成13年 4月19日〕

・経営情報学部ノートPCの所有検討
・10号館講義棟のコンピュータ環境の検討
・汎用型JPドメイン申請通り登録完了

Ⅱ．外部インターネットアクセスの高速化
1992年11月に64kbpsで接続を開始した外部インターネッ

ト（SINET）は、1996年2月に128kbps、1996年9月に1.5Mbps、
そして2001年 6月 7日に20Mbps（13倍）となった。中部

響についての研究」と題する講演を
行った。この中で教授はまず、マレーシ
アの面積、人口、気候、言語、民族など、
国勢の基礎データを紹介した。その後、
1874年以前の初期植民地の時期、1874
年から 1957 年までの英国の植民地時
代、1957 年から70年までの独立後の時
期、1970年以後の新経済政策とポスト
新経済政策の時期に区分し、都市化の
変遷を歴史的に分析した。

次に、1956年から開始された国家開
発5カ年計画のこれまでの推移を説明。
現在は第8次5カ年計画の段階で、2005
年に終了する予定である。また、地方開
発計画が対処すべき問題点として、①
地域間の格差の存在、②ブミトラス（先
住民）の貧困問題、③都市機能の集中的
な発展、④職と産業のKlang Valleyへの
集中を挙げた。

また地方開発では、貧困地域の開発
を促し、農村から都市への人口移動を
抑える。地方の工業化を進めて、先進地
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マレーシア科学大学から客員教授
ノリザン・ノール人文学部長が来学

第2回FDフォーラムを終えて

講演するノリザン客員教授
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れた。入江先生は、約170人の聴衆を前
に、「グローバリゼーションと日本の将
来」と題してお話をされた。

入江先生は、1953年に日本の高校を
卒業した後、すぐにアメリカに渡って
大学に入学し、ハーバード大学大学院
でも研究を続けられた。入江先生の専
門はアメリカ現代史・日米関係論であ
り、これまで吉野作造賞や吉田茂賞な
ど数々の栄誉に輝き、1988年には日本
人で初めてアメリカ歴史学会の会長に
選出された。

国際地域研究所は、これまでグロー
バリゼーションの諸問題を研究テーマ
として取り組んでおり、所長の吉田昌
夫教授が入江先生と長年にわたり親交
が深いということもあって、入江先生
に講演をお願いすることになったので
ある。

入江先生は、まず歴史的な背景、歴史
的なパースペクティヴの視点から、グ
ローバリゼーションの諸問題にアプ
ローチするという問題提起をされた。
最近になってグローバリゼーションと
いう言葉が頻繁に使われているけれど
も、歴史的に見れば、19世紀末にもす
でにグローバル化が進んでおり、20世
紀初頭においても世界の一体化やグ
ローバリゼーションが顕在化していた
ことは否定できない。しかし入江先生
は、帝国主義、第一次大戦、世界恐慌、
第二次大戦などに見られるように、グ
ローバリゼーションの進行にナショナ
ル・インタレストやネガティヴな利害
対立が複雑に絡んでいると指摘された。
戦後の冷戦期にも、イデオロギーの対
立とともに、グローバリズムとリー
ジョナリズムの対抗関係が常に存在し
たと、入江教授は強調された。

次に入江先生は、戦後急成長を遂げ
た日本がグローバリゼーションにどの
ような役割を果たすことができるかと
いう問題を提起された。新しい小泉内
閣が「改革」をスローガンに掲げている

6月6日午後5時から大学1号館第2小
会議室で、三浦学園セクシュアル・ハラ
スメント対策委員と相談委員13人が出
席し、合同委員会が開催された。

冒頭、三浦昌夫セクシュアル・ハラス
メント対策委員会委員長からのあいさ
つの後、所属ごとに各委員からセク
シュアル・ハラスメント防止対策を含
め情報提供と意見交換が行われた。ま
た、委員からの意見を受けてこの合同
委員会において次のことが確認された。
 1．セクシュアル・ハラスメント防止

対策パンフレットを作成する。具体
的なことについてはパンフレット作
成委員会を設け検討していく。

 2．相談を受ける者の E メールアドレ
スを公開して、Eメールでの相談申し
出にも対応できるようにしていく。

 3．学園の指針が制定された平成11年
10月、業者の担当者を集めセクハラ
に関する指針の説明をし社員に徹底
するよう通知をしたが、制定以来2年
が経過したので、セクハラについて
の認識をさらに深めていただくため、
業者の担当者を集めてセクハラ防止
に向け啓発していく。
なお、上記委員会とは別にセクシュ

アル・ハラスメント相談窓口担当者が
集まり、「相談窓口担当者会」が6月12
日午後5時から、同じく1号館第2小会
議室で開催され20人が出席した。

上記委員会の内容が報告された後、
担当者の意見交換が活発になされた。
なお、担当者からの要望として次のこ
とが出された。
・春日丘中には生徒の更衣室がないの

で、ぜひ設置してほしい。
・大学の研究室は現在応用生物学部を

除いて外側から見えない構造となっ
ている。セクハラ防止と学生が研究
室に入りやすいようにガラス窓等を
つける工夫が必要である。

梅雨の晴れ間となった6月17日（日）、
国際地域研究所の主催により、本学の
名古屋キャンパスで、ハーバード大学
歴史学部の入江昭教授の講演会が行わ

さて、FD（Faculty Development）と
F D フォーラムの趣旨に関しては、

『ANTENNA』No.45などの誌上で第1回
FDフォーラムに寄せて三浦真琴先生が
詳しく述べられているように、大学教
員の授業作りに対する創意工夫を共通
の財産とし授業作りのヒントが得られ
るように、また、問題点や悩みなどを教
員全体で共有しようという発想でス
タートしたものであります。

加えて、第2回FDフォーラムでは、前
回、参加者から寄せられた要望に基づ
いて、①発表内容に共通のテーマを設
定、②発表内容をビデオに収録するこ
ととしました。

共通テーマとして、①私語対策、②双
方向コミュニケーション、③初回講義
の構築、④学生の反応確認の4点を取り
上げ、授業作りにおいてどのように対
処しているかを発表者に述べていただ
きました。授業での緊張感を生み出す
工夫や、中間テストでの高得点者表彰、
OHPなどのプレゼンテーション機器の
活用、レポートのフィードバックの方
法と効果など具体的かつ興味ある報告
がなされ、また授業作りにあたっての
悩みについても触れられ、参加者から
も共感的なコメントを頂いております。
また今回も参加者から貴重なご意見が
寄せられており、今後の取り組みに活
かしたいと思います。

なお、次回は9月26日（水）に予定
しております。
FD実施支援対策部会員

経営情報学科・助教授　龍岡亮二

大学教育研究センターが本年 3 月に
実施したアンケート調査の結果が、7月
初旬にホームページで公開された。各
教員には、大学教育研究センターから
直接知らされることになっている。

セクシュアル・ハラスメント
対策委員・相談委員合同委員会開催

国際地域研究所講演会
入江昭氏（ハーバード大学歴史学部教授）

が名古屋キャンパスで講演

「授業作りに関するアンケート」
調査結果

ホームページでも公開

講演する入江昭氏

FDフォーラム会場風景




